
 
 

２０２０年１１月２日 
 

イオン東北株式会社 

 
水と小麦の配合にこだわった、ふわふわ魅惑のパンができました 

１１/６(金)「にぎわい東北 魅惑の生食パン(匠)」を発売します! 
 

 イオン東北㈱（本社：秋田県秋田市 代表取締役社長： 辻 雅信）は、１１月６日(金)より「にぎわい東北 

魅惑の生食パン（匠）」を青森県・秋田県・岩手県・山形県の「マックスバリュ」など２５店舗にて販売します

ので、ご案内申し上げます。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
       
イオン東北㈱は、「にぎわい東北 － つなげよう、ふるさとのチカラ」という想いのもと、小売業

だからこそできる“人”“店舗”“商品・サービス”を活かして、東北の皆さま、全国の皆さまと
ともに、東北創生の輪を広げるべく取り組んでいます。その一環として、東北産の原料にこだわった
生食パンを「にぎわい東北」の商品として、お客さまへお届けします。 

 

イオン東北㈱では、昨年より各県の食材を使用した生食パンを開発し販売してまいりました。 このたび 

販売する「にぎわい東北 魅惑の生食パン（匠）」は、 岩手県産の小麦粉をベースに、秋田県のオリジナル麹

「あめこうじ」で生地をすっきりとした甘さに仕上げました。また、水にもこだわり、白神山水を使用することで

しっとりとした食パンになっております。 

 

イオン東北㈱はこれからも、生産者の皆さま、地域の皆さまと手をたずさえ、地産地消の推進や販路拡大

を通じて東北のにぎわいに貢献してまいります。 

 
 

【「にぎわい東北 魅惑の生食パン（匠）」の販売概要】 

商 品 名：「にぎわい東北 魅惑の生食パン（匠）」 

販 売 日：１１月６日（金） 

販売店舗：青森県内の「マックスバリュ」７店舗 秋田県内の「マックスバリュ」７店舗「イオンスタイル」１店舗  

岩手県内の「マックスバリュ」５店舗 山形県内の「マックスバリュ」５店舗  合計２５店舗 

販売価格：１斤 本体価格３８０円 

商品特徴：耳までやわらかく、焼かずにそのまま食べておいしい生食パンです。小麦や水、生地に練りこんだ

麹まで、東北産の原料を使用しました。フレッシュバターを使用し風味よく仕上がっております。

また、はちみつの代わりに練乳を使用しているため、小さなお子さまでも安心して召し上がれます。

小麦と水の配合を工夫することで魅惑のしっとりとした食感に仕上がりました。 

※山形県内の店舗で販売する商品は、出羽三山の水を使用しております。 

 

※画像はイメージです 



 
ご参考 
 
◇販売店舗一覧 
 
青森県内：マックスバリュ三戸店、マックスバリュ平賀店、マックスバリュ浜田店、マックスバリュ

樋の口店、マックスバリュ黒石店、マックスバリュ安原店、マックスバリュ野辺地店  
計７店舗 

秋田県内：マックスバリュ広面店、マックスバリュ港北店、マックスバリュ本荘店、マックスバリュ
十文字南店、マックスバリュ泉店、マックスバリュにかほ店、マックスバリュ男鹿店、 
イオンスタイル茨島 計８店舗 

岩手県内：マックスバリュ矢巾店、マックスバリュ北上店、マックスバリュ盛岡津志田店、 
マックスバリュ盛岡駅前北通店、マックスバリュ西根店 計５店舗 

山形県内：マックスバリュ鶴岡南店、マックスバリュ米沢駅前店、マックスバリュ山形駅西口店、 
マックスバリュ青田店、マックスバリュ寒河江中央店 計５店舗 

 
 

◇「にぎわい東北」について 

 

 

            「にぎわい東北 － つなげよう、ふるさとのチカラ」 

安心してくらせる一日一日の積み重ねが笑顔あふれる未来に 

つながる。イオンはそう考えています。 

日々のお買い物をはじめ、地域のくらしのあらゆるシーンに 

よりそうことで、地域の皆さまの支えになっていきたい。 

東北地方での「にぎわい東北」をはじめ、生産者支援や 

雇用創出による地域産業の活性化、自然豊かで災害に強い 

まちづくりの実現に向けて。 

イオンはこれからもグループ一体となって、 

地域の皆さまと手をたずさえながら歩んでまいります。 

 

「にぎわい東北」とは、東北の創生を目的に、「事業を通じた地域産業の活性化」「雇用の創出と

働きやすい環境づくり」「地域の未来をともにつくる環境・社会貢献活動」「安全・安心にくらせる

まちづくり」の４つの事業を大きな柱にしています。「事業を通じた地域産業の活性化」の一環として、

東北の生産者の方々とともに商品開発に取り組み、品目数や売上高の増加を目指します。 

また、店舗でのフェア開催などを通じ、生産者の方々にとっての販路拡大と、全国のお客さまと

東北をつなぎたいというイオンの想いの両立を実現し、地域産業や経済の活性化を図る取組みも

おこなっています。 

 

 


